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開議 午前１０時００分 

〇議会事務局長（藤田克禎君） 本日の会議に当たりまして、出席状況を報告申し上げます。 

 ただいま議員全員の出席でございます。 

 説明員は、町長以下14名の出席でございます。 

 以上でございます。 

 

    ◎開議の宣告 

〇議長（逢見輝続君） ただいま事務局長報告のとおり10名全員の出席を見ております。 

 よって、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時００分 

再開 午前１０時０１分 

 

〇議長（逢見輝続君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

    ◎日程第１ 平成２５年度町政執行方針並びに教育行政執行方針総括質問 

〇議長（逢見輝続君） 日程第１、平成25年度町政執行方針並びに教育行政執行方針総括質問を議

題といたします。 

 質問を許します。 

 ９番、工藤議員、どうぞ。 

〇９番（工藤澄男君） きょうは、空き家問題からと思ったのですけれども、急遽今回の除雪に対

して、ちょっと町長の考えをお聞きしたいと思います。 

 先日の補正予算の時点では、まだそれほど問題にならなくて、そして排雪はしないような状況で

ありましたけれども、この二、三日でもって大体１メーター近く降っているようなので、それに実

際にきょう私もずっと車でここへ来るときに見てまいりましたら、大体車１台通りますと、ほとん

ど一般の人通れるような状態ではないのです。それで、排雪というものを今後やる考えがあるかど

うか。 

〇町長（本間順司君） お答えいたします。 

 先般時点では、きょうの嵐がそんなに雪降るとは思っていませんでしたけれども、ただやはりこ

の前の３月の初めの道東のそれこそブリザードみたいな降り方と同じような降り方でございまし

て、一応カット程度というふうに考えていたのですけれども、ある程度幅をとらないと、これだけ

降ったものですから、幅をとらないといけないなというようなことでございまして、大体水曜日あ

たりから体制をつくって排雪に入りたいなというふうには思っております。 

〇９番（工藤澄男君） わかりました。では、排雪をするということでよろしいですね。 
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 それでは、本題へ行きます。空き家問題に対して、ちょっと質問いたします。私、前に初めて滝

川市が議会で空き家問題を議決されたときにも町長に質問したのですけれども、そのときはまだ余

り全国的にもこの空き家問題というのは問題に余りなっていませんで、町長も非常にこれ難しい問

題だというような答弁されたのを記憶しております。実際にこのたび後志の20市町村、このうち17

町村ですか、出席して、こういう空き家対策の問題の会議を開いたようです。その17町村の中に古

平町も出席したのでしょうか。 

〇町長（本間順司君） もちろん出席しております。 

〇９番（工藤澄男君） 私も二、三日前にいろいろずっと、一応空き家をずっと見てきたのですけ

れども、実際に空き家というのは本当にすごくあります。実際に空き家と言われているのが大体91

軒あるそうです。そのほかに、地元の人が管理しているというので、それを含まないのが91軒、だ

から地元の人が管理しているということになれば、まださらにそれよりふえると思います。そして、

実際にもうつぶれかかったようなうちだとか、それから例えば壊れかけているうち、それからほと

んどもうつぶれてもおかしくないようなうちが物すごくあるのです。そういううちに対して、恐ら

く今はこの後志のほうのこれも今できたばかりで、町でも恐らくまだしっかりした体制はできてい

ないと思いますが、町長は今後どのように考えていますか。 

〇町長（本間順司君） 新聞でご承知のことかと思いますけれども、大体後志の一本化したような

そういう対策ですね、この間新聞に出ておりましたけれども、我々もそれに準じた形でこれから検

討を重ねていかなければならないということで、これもやはりかなり今議員おっしゃったとおり、

ある程度管理されている部分、それから全然管理されていない部分、それから中間的な部分、それ

から同じ建物でも新しいもの、あるいは古いもの、そういうさまざまございますので、それと権利

関係、これもさまざまございます。いろいろ複雑な面もございますけれども、それらをそれこそつ

ぶさに勘案しながら、これからその対策を立てていきたいなというふうに思っております。 

〇９番（工藤澄男君） 実際に私もいろんな空き家を見てまいりましたけれども、例えば地元にい

てすぐ壊してくれる人もあります。それから、実際に持ち主わかっていてもなかなか、口では壊す

壊すと言うのだけれども、なかなか壊さないとか、それから実際に地元に住んでいながら、壊れて

いて、周りの人が非常に心配しているような住宅もあるのです、実際に。そして、それはうちの町

内の中にもあります。実際に今住民から危ないのでというのが来ているような住宅もあります。も

ちろん西部方面のほうにもあります。だから、そういう持ち主のはっきりしているような建物に対

しては、町ではきちっとした対応をしていただきたいと。 

 それから、実際に持ち主がわかっているのだけれども、例えば病院に入院していたり、例えばそ

の人の息子さんがいるのだけれども、連絡がつかないとかでいろいろ複雑な問題はあろうと思いま

すけれども、町としてはもうちょっときちっとした調査をしっかりして、ここの後志のこれにも書

いてありますけれども、例えば強制執行で壊すとか、もちろんお金のかかることですけれども、そ

ういうのも含めてきちっとしていただきたいと思うのですけれども、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） この問題がここまできたというのは、いわゆる廃棄物処理法の関係が一番

ネックにあるのだということで、それこそちゃんと処分しなければならないよと。そうすると、壊
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すのに100万近くもかかりますよというようなことで、こういう状況が出てきたということでござい

ます。ただ、やはり今の経済状況からすれば、それだけのお金を出して解体できる人もなかなかい

ないというようなことで、なかなか難しい問題があります。ただ、今議員おっしゃったとおり、代

執行なりなんなりという方法もございます。それを執行するにしても、かなり難しい難点があると

いうようなことで、それらをこれから解決すべくいろいろ協議を重ねながら進めていきたいという

ふうに思っております。 

〇９番（工藤澄男君） 今度高校のところに高齢者の施設ができて二十数名入るということになっ

ていますけれども、そこへもしひとり暮らしの人が入って、例えばそこにもまた空き家ができる可

能性は十分にあるわけなのです。そうすれば、ますます古平町の空き家というのはふえるし、減る

ことは絶対ないと思います。それで、そういうのもありますので、まずきちっとした古平の方針を

立てて、方針がしっかり決まりましたら議会のほうに報告していただきたいと思います。 

〇町長（本間順司君） もちろんそのとおり考えておりますけれども、やはりこれから高齢者専用

の住宅ができるというふうになれば、そういうことも懸念されます。それらのこれからつくる高齢

者の住宅も、さまざま条件もつけなければならない場合もあろうかと思いますけれども、それらも

るる検討しながら、先般執行方針で申し述べましたように、議員さんのほうにるる説明しながらご

意見を仰いでいきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇９番（工藤澄男君） 教育長にちょっと、実は私うちの近所部分のことだけについて今回、違う

議員が何か同じような質問、一般質問であるようなので、私うちの近所の部分だけについて、通学

路の問題について除雪との関連をちょっとお聞きしたいと思うのですけれども、実際にうちの前の

通りというのは、朝７時半ぐらいから子供の数が結構通るのです。それで、この間黙って見ていま

したら、やはり先ほど言ったみたいに道路が狭いものですから、どうしても子供が完全によけてい

る状態なのです。ですから、せめてそういう子供のたくさん通るようなところだけでも、別にロー

タリーで飛ばせとは言いません。ただ、もうちょっと確保してもらえるような除雪体制というもの

を教育委員会と例えば建設のほうと話し合いして、そういう体制というのはつくれないものですか。 

〇教育長（成田昭彦君） こういった豪雪ですので、私も全くそのとおりで、特に西大通等ですと、

冬ではないのですけれども、事故等がありまして、非常に危険を感じております。うちの職員も出

て、そういった場所を確認して歩いているわけですけれども、あくまでも西大通は道幅が狭いとい

うことで、町民からも来ています。建設課のほうにそういった歩道の除雪だけでもできないだろう

かということで、うちのほうからお願いしているのですけれども、それは不可能だということで、

歩道の除雪というのですか、排雪については不可能だということで、今の状況では不可能……機械

もないので、不可能だということで、角々にそういったカットのほうは通学路を優先的にやります

のでということで返答いただいているわけでございますけれども、本当に危険は私も感じていて、

うちの職員等も出して、朝の通学路の確認ですとかそういったことは実施しておりますけれども、

それは私も感じているところでございます。 

〇９番（工藤澄男君） うちの前の部分は、例えば病院側から出てくる車、それから泥の木方面か

ら来る、浜町から来る、沢江方面、それから高校のほうから来る、あそこすごいのです。そして、
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ちょうど子供たちが通学時間にみんな勤めに出る人もやはり一斉に車が通るものですから、非常に

危険なのです。それで、私なりにうちのそばの歩道、自分の機械で少しでも、万が一１人でも２人

でも通れればいいやと思って、ちょっとはあけているのですけれども、結構通るのです、そこの部

分だけは何人かは。だけれども、やはり気つかない人もいるので、結局病院の側のカーブだとか、

それから農協のところのカーブだとか、そういうのも含めて、やはり子供たちが安心して渡れると

いうものをきちっとやらなかったら、万が一事故が起きたときには、やっぱり教育長の責任にもな

りますので、そこをしっかりやっていただきたいと思うのですけれども、どうでしょう。 

〇教育長（成田昭彦君） これは、本当に私ども行政のほうにお願いしてやっていかなければなら

ないことだと思っています。西大通については、大型ダンプ等の往来も多いものですから、本当に

私も心配しているところでございまして、これについてはまた町側のほうと話し合いしながら解決

方法を見つけていきたいと思っております。 

〇議長（逢見輝続君） 次に、８番、真貝議員、どうぞ。 

〇８番（真貝政昭君） 町長改選を迎えるということで、今回の提案が任期４年の最後の提案とい

うことになるわけですけれども、振り返りますと、ハード面では危険校舎であった古平小学校の改

築を実現していただいて、それからことしの予算では長年の懸案であった防災無線、これも整備す

ると。残るは特別養護老人ホームということで、選挙においてはご健闘いただいて、善戦をお願い

したいなと思うのです。 

 それから、ソフト面では、ことしの予算では乳幼児、児童生徒の医療費無料化を実施いただきま

すと同時に、保育料金については第６階層をカットすると。また、地域経済の活性化のためにリフ

ォーム助成を実施していただきますということで、ことしはいろんな面でこの４年間の総決算の年

かなと、そういう認識を持っています。いろいろと要望言いましたけれども、実現のほどありがと

うございました。 

 それで、幾つかお聞きしますけれども、施政方針、活字にされた事柄でページを言いまして質問

します。４ページになりますけれども、昨年から着手しました道による古平川堤防質的整備工事及

び古平川流下阻害解消工事、頭首工まで計画されておりますけれども、ここに触れておりますけれ

ども、計画は予定どおり期間、内容等も進むということなのでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 若干おくれぎみではありますけれども、質的整備も流下阻害の解消工事も

大体予定どおり進むべく今道のほうでも進めているようでございますので、多分もう入札終わった

かなというふうに思っていますけれども、調査設計のほうの入札は多分終わっているなというふう

な感じで建設新聞見ていますけれども、まだことしの詳しい工事内容につきましては示されており

ませんので、示され次第ご報告申し上げたいと思います。 

〇８番（真貝政昭君） 次に、５ページなのですけれども、あめとむちのような関係で、元気交付

金がやられたかと思うと、地方交付税を数千億、4,000億ですか、減額するという方針が出されてお

りますけれども、古平町のことしの予算で普通交付税の計算書が出ておりますけれども、この国の

予算、減額の予算が当町の当初予算の交付税計算には反映されているのでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 本町で試算した中には入ってございません。 
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〇８番（真貝政昭君） そうしたら減額の、今回の予定がかなり正確だという前提に立てば、途中

で減額補正なりが出てくると思うのですが、時期的にはどのような時期になるのでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 多分算定が７月算定でございますので、その時点では出てくるかなという

ふうには思っておりますけれども、ただご承知のとおり、いわゆる防災、減災の財源にも回るとい

うようなこともありますので、それは複雑な計算で、例えば本町が定数を削減してきて努力してき

た部分についての考慮もあって、その分を防災、減災に回すという計算方法もしておりますので、

必ずしも国が見たとおりに減るとか、そういうことではないらしいのですけれども、ただ交付税額

としては減ってくるのかなというふうには思っています。その防災、減災につきましては、別な形

で交付されるというようなことも伺っております。 

〇８番（真貝政昭君） プラスになる部分は別にして、予定される減額の規模というのは事前には

何らかの形で示されているのですか。 

〇町長（本間順司君） 国の、いわゆる交付税の算定の概算といいますか、それでは4,800億なので

すけれども、本町で正確に試算したわけではございませんけれども、二千七、八百万くらいになる

のかなというふうには思っております。 

〇８番（真貝政昭君） ８ページです。水産加工業のたらこ生産についての原卵の仕入れについて、

今の政権の政策がマイナスに働くと、そういう見通しを持っておられるということなのですが、消

費税の実施が14年度以降控えていますけれども、今の政権もこの消費税増税で動きますけれども、

これはかなり古平の水産加工にとって、ほかの業種もそうですけれども、基幹産業としてかなり期

待されて、また労働の現場としてもかなりな位置を占めているこの水産加工業において、この消費

税増税というのはかなり深刻な影響を与えると思っているのですが、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 消費税の引き上げはこれからなのですけれども、それも現政権でも経済の

動向を見ながらというようなことではございますけれども、やはり私もその消費税の引き上げにつ

きましては、水産加工業者がその品物に転嫁できないというようなことは前々から伺っております

ので、かなり響くのではないかなというふうに懸念はしております。 

〇８番（真貝政昭君） 次に、11ページの商工業の振興なのですけれども、消費購買力の低下に触

れておりますけれども、町長に基本認識だけちょっとお伺いしたいのですけれども、商店の方のお

話をいろいろと今まで聞いてきまして、町内の商店の売り上げの低下が子供の減少と歩みを同じく

して下がり続けてきたと、そういう実感を何人かの方から伺いました。町長、今回育児家庭への生

活支援ということで述べられておりますけれども、基本はやはり過疎化が進んでいる地域において、

子育て支援を積極的にさらに強化、充実させるという点で一致できるのではないかと思っているの

ですが、どうですか。 

〇町長（本間順司君） それこそ人口が減少して子供たちが減って、過疎化が依然として進んでい

るというのは古平の実態でございますので、それに合わせて、やはり購買力も減っているというよ

うなことでございまして、それは大変商店の方々にはつらいことだなというふうには思っておりま

す。ただ、なかなか子育て、いろいろ育児のほうの助成もしながらやっているわけでございますけ

れども、思うように子供が生まれてこないというのが実感でございます。ですから、やはりもうち
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ょっと子育てしやすいようにすればというふうには思ってはおりますけれども、その方策について

なかなか難しいものがあるなというふうには思っております。それが実感です。 

〇８番（真貝政昭君） 本間町長は、子育て支援ということで、この近辺では独自路線で強化、自

立の道を歩んでいるのです。出産が小樽以遠ということで交通費の助成もやっておりますし、中学

校まで医療費無料化というのは、この近辺では古平が初めてになりますよね。そういう面でも、や

はりそういう生活支援というのは強化の方向で今走り始めていますので、ぜひそういう流れを強め

ていただきたいと。やはり子育て家庭の消費購買力というのはかなりな勢いがありますから、そこ

ら辺を地域経済の活性化に結びつけていただければなと思っている次第なのです。 

 次に、12ページの生活環境のところで除雪に触れております。それで、議会運営委員会のときに

排雪はこの時期やらないという方針を持っていたのに対して、ちょっと疑問を投げかけたものです

から、そこにも触れたいのですけれども、道路の排水機能というのがありますけれども、この時期

一番心配されるのは、やはり雪解けと降雨によるダブルパンチで道路の状況がどういうふうになる

かという不安が出ますよね。排雪、除雪は防災対策というのも含めて、それから通学路確保という

のも、いろんな面検討されると思うのですけれども、今回の議会に1,700万が補正されて、そのとき

に説明があったのですけれども、補正をお願いする時期が１月末ということで、その時期に既に当

初予算ぎりぎりという状況だったということですね。提案が３月の上旬ということで、１カ月以上

の期間があるのです。この間、町と議会の関係では除雪に関して特に議論する場がないということ

だったのですけれども、１つ問題点は議会で予算が承認される前に既に除排雪が実施されていると

いうことは、これは議会の予算議決の関係からいってちょっと問題がありますよね。それで、議会

を招集するというのは、除雪１本だけに絞ってでも特に労を煩わせるということを考える必要があ

りませんで、議会側の意見を聞いていただくというふうにするためにも、特別な体制でこの予算提

案というものを考えてみるべきではないか。議員は、町民から広く声を聞く立場ですので、いろん

な要望が町側にも出せると思うので、町側のいろんな面での検討があるでしょうから、そこら辺の

コンセンサスをとるためにも、できるだけ早い時期に補正予算を提案し、そして議会との議論の場

を設けるべきではないかというふうに思うのですが、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） ある程度、それこそ予算を先食いしてしまっているということは本当に申

しわけないなというふうに思います。これまでも、ある程度そういう場合には、本会議を招集でき

なくても協議会等なりであらかじめご了承いただいたという経緯もございますけれども、それこそ

ことしの雪の降り方は大体去年と同じくらいだなというふうなことで想定はしていました。ただ、

結局はこれからやる分がそんなに残っていなかったということでございまして、いわゆる２月の結

果が出て大体わかったというようなことでございます。先般の議会のときは、まだはっきりした数

字が出ていなかったものですから、ああいう答弁になったと思いますけれども、今度からはそうい

うことのないように、ある程度余裕を持った金額でもってやっていきたいのだと。ただ、財源をど

こから持ってくるかというと、なかなか厳しいものがあるのですけれども、なるべくそういうふう

な形で先食いしないような形でやっていきたいなというふうに思っております。よろしくお願いし

ます。 
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〇８番（真貝政昭君） 最後に、18ページの保育料の改定なのですが、収入の多い方に対する対応

でようやく余市、仁木並みの階層区分まで近づけたのです。ただ、資料としていただいた状況を見

ますと、一番高いほうの部類、第５階層の金額の面でまだ課題を残したという認識を持っているの

ですけれども、ことしは認められた料金表でやることになりますけれども、町長が再任されてから

のことになりますけれども、次年度以降の課題としてやはり認識を共通しておく必要があるのでな

いかと思うのですが、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 議員もご承知のことかと思いますけれども、今新政権で新しい、いわゆる

幼児対策、育児対策ということで、保育料そのものの見直し、場合によっては全面ただにするとい

うような話も出ておりますので、それらもにらみ合わせながら今後検討していきたいなというふう

に思っていますので、ご理解願いたいと思います。 

〇８番（真貝政昭君） 国政の面では、そのときの情勢によって移り変わっていくものですから、

将来的にはそういう方向でやるべきと望んでおりますけれども、やはりこれを牽引するのは地方自

治体なので、そういうのもにらみながら、できるだけ早く近隣町村並みのレベルに持っていって、

国の実施を後押しすると、そういう考え方で臨むべきではないかと思うのですが、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 今地域主権の時代、それこそ地方分権の時代ということでございますので、

それらもにらみ合わせながら、積極的に考えていきたいなというふうに思っております。 

〇議長（逢見輝続君） それでは次に、７番、木村議員、どうぞ。 

〇７番（木村輔宏君） 先ほど真貝議員さんからもお話がありましたけれども、町長として立候補

するということで、100％ということはないだろうと思いますけれども、マニフェストという中で真

貝さんは特養のお話をしたのですけれども、私はもう一つお願いしたいのは、できればこの次に入

って終わるまでの間に庁舎を何とかしてほしいなということ。もう一つは、その話を何でするのか

というのは、防災無線がという形になれば、町がだめな場合は消防という形になるのですけれども、

どっちのほうをとってみても低いということを考えたら、これは希望ですから答弁は要りませんけ

れども、余裕がついたら庁舎を何とかしていただきたいなという考えを持ってございます。 

 次、古平高校がことしいっぱいかけて老人ホームという形になろうと思いますけれども、先日寿

都行ってきたのですけれども、古平の旧高校を老人ホームにするというのは、古平は寿都に比べて

すばらしいなというのは、実は私聞いてみたら、下のほうはスプリンクラーついていますと、防災

のカーテンもついています。２階の老人ホームには、そういうものは一切要らないという形なので

す。とすると、何か上で火事があったらどうなるのだろうということを考えたときには、古平の旧

高校は大変お金をかけたけれども、すばらしいものになるのだろうと。逆に、すばらしい町長だな

というふうに安堵してきたのですけれども、ただもう一つ、ちょっといろんな中で聞いたら、コミ

ュニティバスが来年１月、２月になるのかわかりませんけれども、高校が老人ホームとして使われ

たときに、それがあそこまで行く時間がないというお話をちらっと聞いたのですけれども、これに

ついてできればあそこまで、やっぱり年寄りの住宅ですから、それを使える方法。それから、もう

一つは、これ関連しますので、もし予算ができればあそこに道路を何とか、今の道路では危ないで

すから、道路を直して、お年寄りでも楽に行ける、また車も楽に行けるような体制を組んでいただ
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きたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） あそこは、老人ホームではなくて高齢者の住宅ということで、いろいろ福

祉会さんともお話の中で、ある程度福祉会さんのバス等も利用可能なのかなみたいな希望もありま

したけれども、交通関係につきましてはこれからもいろいろ細かい点、建物自体も細かい点ござい

ますので、それらの中で交通の便、それらも考えていきたいなというふうに思っております。 

 それと、新しい道路につきましても、先般、いわゆる避難道路の関係でご質問があったときに、

新しいルートを考えてみたいなというふうにご答弁申し上げました。ただ、結構な金額の工事にな

ろうかというふうに思っておりますので、一朝一夕にできるようなことでもありませんので、その

辺もある程度計画を練って考えていきたいというふうに、防災も兼ねて考えていきたいというふう

に思っております。 

〇７番（木村輔宏君） 確かに大変な金額だろうと思いますけれども、今町長のお話あったように

避難場所としても必要だという、避難場所ですし、またやっぱり今までと違って高校生だけでなく

て老人から、また今お話ししたとおり高齢者住宅ですから、親戚の方、お友達、いろいろな方々が

出入りすることになろうと思います。という面でいきますと、金額は大変でしょうけれども、でき

れば早いうちに考えていただきたいなと思いますけれども。 

〇町長（本間順司君） それから、検討してまいりますけれども、１つ答弁漏れがございました。

庁舎の件でございますけれども、それこそ今凍結の状況にあるというようなことでございまして、

できれば新しい庁舎、いわゆる防災庁舎なるものを建てたいなというふうには思っております。た

だ、長期的な財政見通しをこの間もお示し申し上げましたけれども、大変厳しいというようなこと

でございまして、これから新政権の、いわゆる財政の運用といいますか、それがどういうふうに変

わっていくかわかりませんけれども、それらを眺めながら、やっぱり防災庁舎なるものも検討して

いかなければならないのではないかというふうに思いまして、仮に次期当選したとしましても、期

内には完成は難しいだろうなと。ただ、そういう、町長前に進めというようなご支援も得られれば

大変ありがたいなと。なるべく将来的に子供たちに負担をかけたくないので、起債の借入額を少な

くするような、ですから基金をちょっとふやして、できれば基金だけで建てれるような、そういう

姿にしたいなというふうに思っておりますので、ある程度そういうゴーサインが、いわゆる基金積

み立てのゴーサインでも出れば、それこそ積極的に考えていきたいなというふうに思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

〇７番（木村輔宏君） 後押しするのでなくて、全部後押しすると思います。ただ、庁舎をつくる

のでなくて、やっぱり防災的なものも考えた場合は、反対する人いたらこの次落ちますから大丈夫

です。 

 それはさておいて、ことし本当に大きな行事を３つ抱えて大変だろうなと思います。ただ、漁師

の方に聞いたときに、荷さばき所ができるのはすごくうれしいと。ただ、残念ながら荷さばき所だ

けだと事務所がないというのが非常に不便ではないのかなという、町で何とかそれを対応できない

のかなというお話がちらっと出たのですけれども、町で対応するというのは大変だなと思いますけ

れども、町長としてはどんなお考えでしょう。 
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〇町長（本間順司君） この点につきましては、実は漁協さんのほうから年前に一応要請、要請と

いいますか、冷蔵庫……製氷工場の要請がございまして、そのときに事務所的な話もしていました

けれども、ただやはりその事務所につきましては、東しゃこたん漁協さんの事務所ということで、

製氷工場につきましてはやはりその地域の産業といいますか、産業振興のためには必要ではないか。

必要は必要なのですけれども、やはり町のほうで前向きに考えていかなければならないのかなとい

うふうな気がしますけれども、どっちにしてもやはり先立つものが肝心ですので、それらの見通し

がつかなければ、なかなか前に進んでいかないのでないかなというふうには思っておりますけれど

も、できれば漁協さんの財務内容が改善されて、ある程度系統資金を借りれるようなスタイルにな

れば、やはり漁協さんのほうでそれは積極的に進めていくべきだなと。町のほうの応援もやぶさか

ではないなというふうには思っております。 

〇７番（木村輔宏君） いいお話ばかりで、何か話ししづらくなってきましたけれども、先ほど除

雪の話が出ていましたけれども、実は予算を見ていませんので、私が言うことは間違っているかも

しれませんけれども、毎年予算を組んで、結局は前倒しみたいに1,000万、2,000万という金額を大

体組んでいるのです。ことしはもっと多いということになれば、ことしの予算ではちょっと無理か

もしれませんけれども、補正組んだときでも構いませんから。どうなのでしょう、例えば7,000万と

か予算を、そうすると予算上難しい点あるかもしれませんけれども、それを踏まえながら、逆にも

し余ったら不用額として戻すという方法もいかがなものでしょう。 

〇町長（本間順司君） 一応議員の皆さん方にご了解がいただけるのであれば、予備費もあります

ので、それらを使いながらやりたいな。専決処分というのは余り好まないのですけれども、そうい

う形もありますので、その辺は臨機応変にやらせていただければなというふうに思っております。 

〇７番（木村輔宏君） 私は、いいと思うのですけれども。 

 それから、これはこの前もお話をしたのですけれども、どうなのですか、ことしもまた灯油の73

円ですか、75円以上になったらというお話でこの前もお話をしたのですけれども、町長もこの中に

消費税拡大、流出が大変だと、すごく流出されているということを考えたら、灯油券ということで

なくて、商品券を出すという考え方はございませんか。 

〇町長（本間順司君） この件に関しては、それこそ今までもいろいろ議論してまいったわけでご

ざいますけれども、電気暖房を使っている方もあろうかというようなことで、北電のほうに燃料代

みたいなものが払わさる家庭もなきにしもあらずだというようなことなのです。そういうことで、

現金給付という形にしたのですけれども、まずいでしょうか。私は、それでいいのではないかなと

いうふうには思っているのですけれども、そのように今後もやらせていただければなというふうに

思っております。 

〇議長（逢見輝続君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１０時５０分 
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〇議長（逢見輝続君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

〇７番（木村輔宏君） 確かにオール電化の方々もあれば、まきをたいている方もいると思います

けれども、ただ１万という金額をどのような形で使っているのかということを考えるときに、流出

している金額のほうが多いのでないかなという気がするので、商品券を出すということによっては、

古平町の商店に対する物事についてはベターだなという気がするのですけれども。 

〇町長（本間順司君） 商店振興か弱者救済かという話になれば、やはり性格からしては弱者救済

だということでございますので、商店の振興もそれは大事だかもしれませんけれども、そういう先

ほど申し上げた観点から、やはり弱者救済というような考え方でいろんな形態の人が享受できるよ

うな形が一番いいのではないかなというふうには思っております。 

〇７番（木村輔宏君） でも、逆な言い方をすれば、商品券を出すのも弱者を助けるということに

なろうと思うのですけれども。もう一つは、この前課長がちょっとお話ししていましたけれども、

いろんな面で二重手間かかるとすれば、町でちょっと汗をかいて、西部集会所なりそういうところ

に持っていくことによって、皆さん来てくれると思うのです。ちょっとお金と商品券の違いはあろ

うと思いますけれども、どうでしょう。 

〇町長（本間順司君） かなり堂々めぐりになりますので、それは今後検討させてください。 

〇７番（木村輔宏君） 教育長に１つ、２つお伺いしたいのですが、まず１つ、私も定かでないの

ですけれども、新聞かテレビかで聞いたか見たかはちょっと定かでございません。学校の教育方針

の中で金曜日までというのはどうも教育に問題あるよということで、土曜日もやりますよという教

育委員会で出したところがあると思うのだけれども、違ったでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） 今安倍政権になって、そういった教育再生会議設置されました。その中

で学校週６日制を検討しようということになっております。北海道では、今土曜日もやっていると

ころございませんけれども、東京のほうではもう４割ほど土曜日も授業するという形に入っており

ます。 

〇７番（木村輔宏君） それは、教育長、考え方として非常に難しい問題だろうと思うのですけれ

ども、ということは学校教育としては悪くはないのだけれども、もう一つ例えば先生方にしても事

務関係にしても、土曜日出勤ということに対してはどうなのかなと。そこまで教育長考えているか

どうかわかりませんけれども、個人的なお話でも結構ですけれども。 

〇教育長（成田昭彦君） 私も安易に学力向上だけを考えて週６日にするというのは、やはりちょ

っと基本が違うのかなと思っております。確かに今回の学習指導要領で、中学校であれば年間35時

間、それから小学校低学年であるともっとふえた時間をこなしていかなければならない。今小学校

低学年でも１日６時間という授業を実施しております。ただ、そういった中で見ていましても、そ

れが子供たちの疲れにつながっていくかというと、そういうことございません。むしろ、今教職員

のそういった問題はいろいろ出てきております。非常にきつくなってきております。ですから、そ

ういったものを踏まえながら検討していかなければならないのかなという気しております。ただ、

学力向上だけで週６日制にするという、私はちょっと疑問を感じているところでございます。 

〇議長（逢見輝続君） 質疑途中でございますけれども、10分まで休憩いたします。 
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休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

 

〇議長（逢見輝続君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 総括質問を続けます。 

 次に、６番、高野議員、どうぞ。 

〇６番（高野俊和君） 初めに、７ページの漁業の振興についてお尋ねいたします。ことしは、町

の重点事業の一つであります東しゃこたん漁協の荷さばき所の建設が予定されておりますけれど

も、町長の執行方針にも述べられておりましたけれども、漁獲高が減少している中、水揚げに依存

しているばかりではなく、魚価の向上に取り組む必要があるというふうに書かれておりましたけれ

ども、荷さばき所の建設を機会に商品価値を上げること、ブランド化することなども必要だと思い

ます。本来、漁業関係者で考えるべきところだとは思いますけれども、その指導、講習なども含め

まして、町長にお考えがありましたらお聞かせ願いたいと思いますけれども、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） これは、利用の仕方、いわゆる衛生管理につきましては、あそこ荷さばき

施設を利用する皆さん方でさまざま検討を重ねているということでございまして、それこそ使う側

が本当に真剣に考えていかなければならない施設であるということでございますので、我々もそれ

に沿った形で道や国の指導を受けながら指導してまいりたいというふうに思っております。 

〇６番（高野俊和君） さっきも申しましたけれども、本来漁業関係者が中心になって考えていく

ことだろうと思いますけれども、大変難しい問題ですので、このような指導方法みたいなものを道

や国から申し入れがあったものを町が指導していくという形も時には必要かと思いますけれども、

その点について町長のお考えもお聞かせ願いたいと思いますけれども。 

〇町長（本間順司君） それにつきましては、マニュアルをつくりながら、それに沿った形で進め

ていくということでございますので、ご理解願いたいと思います。 

〇６番（高野俊和君） 次に、８ページの水産加工業の振興でありますけれども、こちらも本町の

基幹産業の中心でありますし、古平町の町民の交流の場でもありまして、大変大きな役割を果たし

ておりますので、心配なところであります。古平のたらこは、おいしいということは広く知られて

いると思いますけれども、町としてもインパクトのある宣伝も必要なのではないかというふうに思

います。例えば仁木町などでは、町に入るとサクランボの宣伝が街路灯の下や国道の脇、また国道

に直売所なども出しておりますので、もう嫌というほど目につきます。どのようなことが宣伝効果

があるのかはわかりませんけれども、例えば春先に古平川沿いのところに、橋のところに交通安全

の旗がいつもなびいているのが余市方面から来ますと大変目につきます。このようなこと、例えば

たらこの町というような旗などもなびかせたりすることは効果的なのかなというふうに思いますけ

れども、そのようなことも考える必要があるのではないかと思いますけれども、その辺はどうでし

ょう。 

〇町長（本間順司君） かつて水産加工業協同組合さんのほうに助成金を出しながら、いわゆるＰ
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Ｒの仕方等々についてやったわけでございますけれども、何かテレビ放映されたのも時期的にも短

かったというような批判もあったということでございまして、それらにつきましても余りはっきり

した実績報告も上がってきていないような状況なものですから、いわゆる効果がどうであったのか

というようなことも含めて、そういう検討してもらいたいというふうに思っております。それこそ

テレビでよく入ります虎杖浜のたらこなんかは本当にかなりお金をかけているのでしょうけれど

も、それこそ見るたびに目に入るというようなことでございまして、それらにつきましてもやはり

そういう効果のあるＰＲの仕方、そういうものも、それこそのぼりをつくるのも一案でもあるでし

ょうけれども、それらもいろいろ含めてアピールの方法を考えてもらいたいなというふうに思って

おります。 

〇６番（高野俊和君） わかりました。 

 次に、11ページの観光の振興についてでありますけれども、これは指定管理者ですけれども、古

平のパークゴルフ場は春先には桜が咲いて緑も多く、景観は大変よいという評判ではありますけれ

ども、コース場のメンテナンスが少し、特に夏場のグリーンが荒れているという話をよく聞きます。

予算の問題もあると思いますけれども、町の観光施設の目玉の一つでもありますので、顧客数をふ

やすという意味、またリピーターもふやすという意味で指定管理者との話し合いも必要でしょうけ

れども、多少てこ入れをする必要もあろうかと思いますけれども、その辺はどうお考えでしょうか。 

〇町長（本間順司君） いわゆる入り込み数が減っている、天候のせいもあるでしょう、それから

施設の管理面もあるでしょうけれども、やはり余市のパークゴルフ場にかなりとられてしまった、

あるいは小樽のほうにもできたので、そちらにもとられてしまったというのが大きな原因かと思い

ます。これから集客数をふやす方策としましては、やはり施設の管理が大事であろうというような

ことでございますので、ある程度管理者と相談しながら、それらの方策も考えていきたいというふ

うに思っております。 

〇６番（高野俊和君） 近隣町村に大きなパークゴルフ場も随分できておりますし、古平だけでな

くて仁木あたりも大変苦戦をしているという話は聞いておりますけれども、この指定管理者の問題

ですけれども、立地しているところは古平町でありますので、古平町と指定管理者の中で話し合い

をして、力になれるところは力になって、さらに観光の目玉として伸ばしていってもらえればいい

なというふうに思っております。答弁要りません。 

 次に、14ページの保健福祉施策についてお尋ねをいたします。前年度の国保の医療費分が減った

ということであります。大きな要因はいろいろあるのですけれども、一部病院の重複診察の見直し、

また個々の予防対策なども多少なりとも効果があるのかなというふうに思います。しかしながら、

町の健康診断の受診率が伸びないというふうに執行方針で書いておりましたけれども、有料化にな

った年に、有料化になったので、少し受診者が減ったのではないかということを聞きましたときに、

有料化になった年は別に受診者が減ってはいないという話でありましたので、受診することが大事

だということをＰＲする必要がもっとあるのではないかというふうに思います。今年度、防災無線

が整備されて各家に設置されますので、この防災無線をこのようなことに使用するのはいいのかど

うかわかりませんけれども、古平町の事業があるときに各家庭にこのようなことを促す放送なども
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することができるのかどうかお伺いしたいと思いますけれども。 

〇町長（本間順司君） 今せっかくできる防災無線でございますので、いわゆる行政的なお知らせ

等も活用できるということで、定時放送でも流していきたいなというふうに思っております。 

 私も、皆さんご承知かどうかわかりませんけれども、広報の「町長室から」ということで雑観で

書いていますけれども、健康診断の大切さを訴えております。特に去年の場合は、亡くなられた方

が結構多いというようなことで、その記事のときに書いております。そんなことで、要するに重篤

にならないうちに健診やって、早期発見、早期治療というようなことで進めておりますので、皆さ

ん方からもアピールをよろしくお願いいたしたいと思います。 

〇６番（高野俊和君） せっかく防災無線でそのようなお知らせもできるということでありますの

で、一回時間的なこととか季節的なことみたいなものも広く町民に話を聞いて、一番都合のいい時

間帯、都合のいい日程みたいなものを一度把握する必要もあろうかと思いますけれども、その辺は

どうでしょう。 

〇町長（本間順司君） これから地域懇談会等々もありますけれども、その機会にでも担当職員の

方々に聞いてもらうというようなこともしてみたいなというふうに思っております。町の広報では、

常にお知らせはしているのですけれども、余り読まれる方もいないというようなことで、多分防災

無線でやっても、ああ、またかみたいな感じで、同じようなことにもなりかねない。なぜかといい

ますと、ほかのほうで老人用の無線が……無線というより、そういう設備があるのですけれども、

それこそ毎日のようにそういうのが流れてくるとマンネリ化してしまうというのがあるものですか

ら、なかなか効果的なものというのは見つからないのかなというふうに思います。ただ、やはり自

分の健康は自分で守るという意味から、本当にそういうものを真剣に考えて受診してもらいたいな

というふうに思っています。 

〇６番（高野俊和君） 広報でも以前にＰＲしているのは私もよく見ておりますし、今回防災無線

の中でそういうことを話しても、町長さんおっしゃったとおりに効果はどうかわかりませんけれど

も、でも多分読むよりは聞くほうが若干効果はあるのでないかというふうには期待できると思いま

すので、根気よくやるべきかなというふうに思っております。答弁は要りません。 

 次に、教育長にお願いをいたします。教育長の執行方針の中、全体なのですけれども、学校教育

の中で、クラブ活動も含めまして伺いたいと思います。昨年は、古平中学校のクラブ活動が、多分

数十年ぶりだと思いますけれども、個人出場も含めまして３団体、柔道、剣道、バドミントンが全

道大会に出場したと思いますけれども、柔道、剣道に関しましては少年団活動でありますけれども、

どちらも中体連の大会に参加するということが目的ですので、子供もそうなのですけれども、学校、

父兄、地域もこの流れを大事にするということは大切だと思っております。今各学年１クラスで生

徒数が少ないですから、勉強もそうですけれども、部活動や少年団活動、学校全体が強く関心を持

つということが大変必要だというふうに考えています。現在の小中学校の教員がほかの町村からど

のぐらい通勤しているのかわかりませんけれども、以前は住宅事情が悪くて、他町村から通勤する

ということを容認するということも、そういう事情もほんの少しですけれども、あったようにも思

いますけれども、今は古平高校の教員住宅があきありますので、そんなに悪くはないと思いますけ
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れども、教育長どうですか。 

〇教育長（成田昭彦君） こちらに転入してくる先生方から聞いても、古平の教員住宅は住みやす

い、いい住宅だということは伺っております。ただ、こればかりは地元に住むように強制できるも

のではございませんでして、今学校の先生の自宅保有率、北後志で60％を超えている状態でござい

ます。ですから、例えば共稼ぎの方ですと、余市町を拠点に通う。例えば古平に来ても、片一方は

赤井川、仁木に通うとか、そういう状況なものですから、なかなか地元に住んでということは難し

いのかなと思っております。ちなみに、今小学校、中学校においても、大体半分、５割が町内、あ

と半分が余市、遠いところでは小樽という形でございますけれども、これについてはなかなか難し

いのかなというふうに考えております。 

〇６番（高野俊和君） 学校で練習するクラブ活動も少年団で練習する生徒も目指すところは一緒

ですから、それぞれの指導者の意思疎通みたいなもの、子供たちがどのような指導を受けて、例え

ば少年団ですけれども、どのような指導を受けて練習に励んでいるのか。とにかく関心を示すこと

が必要なのです。通勤が絶対悪いと言っているわけではなくて、関心を持つ度合いがどうかという

ことをここで言いたいわけです。それが子供たちのやる気につながりますので、ぜひクラブ活動も

少年団活動も指導者たちが意思の疎通もしっかりして、そして子供のやる気を起こさせるような体

制をつくってほしいなというふうに思っております。 

 ことしも管理職を含めて数人の教員の入れかえがあると思いますけれども、途中採用は人材を見

つけるのが大変難しいというふうに聞いておりますので、任期途中でかわったり休職することのな

いような人事であることを心から願っておりますけれども。 

〇教育長（成田昭彦君） この人事については、本当に頭を悩ませるわけでございますけれども、

今も期限つきで対応しております。中には、育児休暇をとって、ことしですと８月から復帰したい

ということになると、年度当初でないと期限つきもなかなかおりません。過去には、ハローワーク

行って探したということもございます。なかなか年度途中のこういった休職といいますか、そうい

うのに対応するというのは一番頭を悩めるところでございます。担任もありますので、年度途中で

担任かわるとか、そういったこともできませんので、その辺は学校と連携しながら、そういった子

供たちに迷惑かけないような、そういったものの人事というのを考えていかなければならないと思

っております。 

〇６番（高野俊和君） 教育長、大変難しい……人事が一番難しいというのはよくわかりますし、

大変厳しいですけれども、病気その他、育児休暇、休職はいろいろな事情があるのでしょうけれど

も、例えば前にも話したと思いますけれども、男性、女性、年齢別、その辺のバランスを考えた人

事をしてもらえれば、例えば育児休暇になる生徒や先生を防げるとか、いろいろな工夫をぜひ細や

かにしてもらい、またその辺の男女別の割合なども考慮しながら人事をしてもらいたいというふう

に思いますけれども、その辺はどうでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） 古平小学校、中学校ともに教職員の平均年齢が若い、他校に比べて若い

という現実でございます。今回の人事についても、40代、ちょうど脂の乗ったという、そういった

形のクラス担任もできるような、そういった感じの人事を進めていて、きょう内示あるわけですけ
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れども、多分そういった中では何とか今回はよかったのかなという人事になっています。 

〇６番（高野俊和君） どちらにしても、なかなか峠を越えて、あちらのほうに年配の先生が行き

たがらないという話もちょっと聞いておりますので、稲穂峠を超えたあちらのほうに若くてやる気

のある先生も随分いるという話も、教育長さんも聞いていると思いますけれども、そういうのいる

と思いますので、その辺も考慮しながら人事をお願いしたいというふうに考えております。答弁要

りません。 

 最後に、今年度、社会体育中心のスタッフがかわりますし、また社会体育事業が小学校の多目的

運動広場を使用して行事を開催するケースもふえると思います。人も環境も若干変わりますけれど

も、教育行政、教育委員会、ますます充実を願っており、質問を終わります。答弁要りません。 

〇議長（逢見輝続君） それでは、５番、堀議員、どうぞ。 

〇５番（堀  清君） 私は、産業振興ということについて聞きたいと思います。 

 まず、第１点目なのですけれども、漁業の振興についてということで聞きたいと思います。こと

しは、新しい建物等々もでき、環境的にはすこぶる整っていくのかなという形の中で期待しており

ます。そういう中で、やっぱり昨年もそうだったのですけれども、近年やっぱり魚価の価格という

ものが低迷しているのです。そういう中で、例えばナンバンエビ、小さいものを結構とっているの

ですけれども、結果的には物量的な量というのはとっているのですけれども、単価が低迷している

ものですから、最終的な形の金額にはならないと。こういうものというのは、やっぱり例えば現場

の工夫だとか我慢だとかということによって大分改善されてくると思うのですけれども、その中で

例えば漁師の観念からやっぱりとらないとだめだ、それは当然のことなのですけれども、そういう

中でやっぱり我慢をして少しでもでっかいもの、価値の高いものをとるという考えというのはなか

なかできない状況の中で、やっぱり今の組合が、例えば生産者に対して所得の足りない分を補填す

るだとかということは現状の組合の体制ではできないと思うのですけれども、そういう中で町が個

人的な形の中でバックアップというのはなかなかできないとは思うのですけれども、そういう改善

をしていかないと、やっぱり当町の基幹産業である漁業というものが最後には、建物、環境が立派

になっても現場の人方が１人減り２人減りというような形が本当に現状ではそういう第三者として

見ている中では想像できるのです。だから、そういう中で現状で組合ができないことを町がすると

いうので、できればやってもらいたいのですけれども、そういう中ができるかできないか。 

〇町長（本間順司君） なかなか今価格で採用されている時代でございます。例えば今エビの場合

がかなり価格が低い時点にあるというようなことで、とってくるやつも形が小さいというようなこ

とで、やはり低価格になってしまうのではないかなというようなことでございます。その中身を見

ますと、やはりナンバンエビでは価格が上がらないというようなことで、水揚げ品が揚がらないと

いうことで、ボタンエビのほうに今シフトされている状況でございます。その水揚げを幾らかでも

揚げようとしている状況、中身はそのとおりでございます。以前は、それこそナンバンエビのほう

が断トツで多かったのでございますけれども、今はボタンエビのほうに結構比重が行っているとい

うような状況でございます。そんな中で、さまざま今、堀議員のほうから、いわゆる農業のような

所得補償みたいなものを町でできないかというようなお話でございますけれども、それはなかなか
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難しい話でございまして、農業の所得補償であっても国の政策としてやっていることであって、漁

業につきましてもやはり国がそういう方針を示すべきであって、町がそういうふうな、それこそ所

得の補償するものではないと。農業にした、漁業にした、ではほかの業種はどうなのというふうに

なれば、これはやはり大変な問題だというふうに思っておりますので、私としては今のところそう

いうことは考えてございません。 

〇５番（堀  清君） まず、その点はわかりました。 

 あと、水産加工なのですけれども、当初からたらこ、たらこというようなＰＲ等々もしながら加

工協さんでは頑張っていると思うのですけれども、やっぱりたらこに次ぐ第２のヒット商品という

ものも考えていかないと、たらこ一つだけでは、なかなか水揚げ等々を改善していくというような

形になっていかないのでないかなという気がするのですけれども、その中で現場との協議で開発部

門というようなあれを町側のほうでもつくって、そういう商品の開発というものを手がけることが

できるのかどうか、そこら辺の答弁をお願いします。 

〇町長（本間順司君） 多分前の補助金でも新商品の開発というようなことで補助金を出した経緯

があると思いますけれども、なかなかそれにつきましても、これといったものが出てきていないと

いうのが実情でございまして、もうちょっと真剣に考えていただければなというのが我々の思いで

ございまして、その点につきまして今後もう少しうちのほうの担当のほうと詰めてまいりたいなと

いうふうに思っております。 

〇５番（堀  清君） それも一つの方策だと思いますので、あれしてください。 

 あと、３番目なのですけれども、町営牧場が閉鎖して３年たとうとしているのですけれども、先

般のときには活用法というのがまだ具体的な提案されていなかったのですけれども、現時点で活用

法等々が決まっているのであれば、その報告をしてもらいたいと思います。 

〇町長（本間順司君） ご承知のとおり、先般農協の牧草地も買い上げたということでございまし

て、とりあえずは今閉鎖していますけれども、牧場を通しての使い方として、まだまだいろいろな

関係で変更していくのも難しい時期でございます。ただ、この前も申し上げましたけれども、将来

的にはやはりそういう農業的な活用が無理だというふうになれば、やはり森林に切りかえて、いわ

ゆる海を守るというような方向に切りかえていったほうが私としてはいいのではないかなというふ

うに現時点では考えてございます。 

〇５番（堀  清君） 森林では、それが本当に大事なことだし、現在今町でも植樹という中でや

っているのですけれども、やっぱり毎年毎年やっている地面積等々がまだまだ少ないとは思うので

すけれども、これもやっぱり予算等々のものもございましょうが、この植樹に対する金額というも

のも、自分とすればもっとたくさんとってもらいたいのですけれども、将来的にはどれくらいの規

模を植樹していきたいと考えていますか。 

〇町長（本間順司君） ご承知のとおり、今までも植樹祭はセレモニーというような形でやってご

ざいます。本格的にそういうような植林事業というものを始めるとすれば、やはりある程度規模の

大きいもの、そして国なり、それから財団なりのそういう資金を活用しながら、ある程度大規模に

やっていくのがベターであろうというふうに思っておりますので、今これから鼻垂石の関係の林道
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も予定してございますので、それらが通れば、ある程度町有林の活用も広範囲にできるのではない

かなというふうなことでございまして、伐採後にはやはり植林をしながら続けていきたいなという

ふうには思っております。 

〇５番（堀  清君） 先ほど町営牧場のところでちょっと聞くのを忘れたので、町営牧場開催の

ときに乾燥調整というような形の中でトラクターだとか牧草等々の機械というのも完備したはずな

のですけれども、この機械の最終てんまつはどのような形で考えていらっしゃいますか。 

〇町長（本間順司君） 機械類については、まだ機械庫に入ってございますけれども、なかなか長

年使っていないというようなことでかなり古くはなっているだろうというふうには思っていますけ

れども、なかなか使う機会がないのが実情でございまして、活用方法が見つかればなというふうに

は思っておりますけれども、なかなか難しいものがございます。 

〇５番（堀  清君） 機械類ですので、やっぱり時間がたてばたつだけ価値観というのは下がっ

ていくと思うのですけれども、転売するだとかというようなことは考えていないですか。 

〇町長（本間順司君） なかなかこれも補助金で購入した事業でございますので、今即転売という

ことにはならないというようなことでご理解願いたいと思います。 

〇５番（堀  清君） あと商工なのですけれども、今年度もプレミアム商品券、600万出されてい

るのですけれども、昨年も結構900万まで出ていた経緯もあると思うのですけれども、金額的には現

在の600万が限界でしょうか。 

〇町長（本間順司君） いわゆる24年度の場合は、ある程度広く行き渡ったのではないかなという

ようなことでございまして、以前から見れば町民の方々にも多く利用されているなというふうな数

字が出てございます。一応は、この金額で当分は推移してみたいなとは思っていますけれども、何

か商工会のほうでいいアイデアがあって、別なことをやるというようなことであれば、それはそれ

なりにまた考えていきたいなというふうに思っております。 

〇５番（堀  清君） あと教育長のほうに聞きたいと思います。 

 昨年地元の米ということで給食に取り上げてもらったのですけれども、地元米の生徒の評価はど

うでしたか。 

〇教育長（成田昭彦君） 非常にいいです。残食とかそういったものが少なくなったということで

あります。それと、総合学習の中で田植えから収穫までという、そういった学習も取り入れていま

すので、まだまだこれから浸透してくるのかなと思います。 

〇５番（堀  清君） 昨年は、やっぱり段取り等々で供給が少し遅くなった経緯等々もあったの

ですけれども、やっぱり新米時期というのは大体10月の上旬、早い年では９月の下旬からというこ

とで地元でも出回っているのですけれども、そういう中でやっぱりとれたてを食べさせてやりたい

というのが生産者の気持ちだと思うのですけれども、そこら辺今年度はとれたてを食べてもらうの

だというようなことを約束してもらいたいと思うのですけれども、そこら辺どうですか。 

〇教育長（成田昭彦君） 確かに昨年度、年度途中から取り入れたということで、ことしの３月ま

ででなくなるのかなと思っています。残り、議員おっしゃるように、10月からそういった形で年間

の使用量を入れて、それを必要に応じて精米して学校に届けてもらって米飯をやるような形で考え



- 119 - 

ておりますので、そういった面では新鮮なものを食べていただけるという給食になろうかなと思っ

ております。 

〇５番（堀  清君） あと、価格面なのですけれども、やっぱり従来使っている米飯用の米と地

元産米というので格差が出ているのですけれども、教育長の執行のあれで見ますと、給食代は高く

しないでやっていくというようなことが書かれているのですけれども、その分別なおかずの、例え

ば減額だとかはあり得るのですか。 

〇教育長（成田昭彦君） それはございません。今農協のご協力いただいて、今まで購入していた

価格と同じ価格で納入させていただいております。ですから、そういった面では今の中で副食を減

らすとか、そういったことはなく、給食を実施していけると思っております。 

〇５番（堀  清君） あと、今年度地元の食材を計画しているものがあったら教えてください。 

〇教育長（成田昭彦君） 何と申しましても漁業の町ですので、今漁協のほうとホッケのフライで

すか、そういったものをお互いに検討し合いながら取り入れていく方向では進めております。 

〇５番（堀  清君） あと、現状で今原発という中で福島産の例えば魚でも食べ物等々というも

のも、全部ではないのですけれども、生産されている中で、結果的にはそのものは国民としてやっ

ぱり買わない、食べないみたいな形で推移している現状です。だから、そのものを学校給食にどう

のというのではなくて、やっぱり安全なものは食べてもらいたいし、そういう気構えがなければ、

福島の人方を助けてやる……助けてやると言ったらちょっと語弊あると思うのですけれども、やっ

ぱりそういう面で少しでも応援していくということも必要だと思うのですけれども、そういう考え

はございますか。 

〇教育長（成田昭彦君） そういったものの購入に対しては、学校給食会通じて購入しているもの

ですから、そこの安全性は確保されていると思います。ですから、無理して福島産を使うとか、そ

ういったことは考えておりません。何と申しましても、やっぱり安全で安心な給食を提供するとい

うのが私たちの務めでございますので、その辺は徹底した中で安全管理の中で給食を実施してまい

りたいと思っております。 

〇５番（堀  清君） あと最後になるのですけれども、まず新しい環境で給食をつくるという中

で１年間経過したと思うのですけれども、そういう中で以前そういう給食をつくるおばさん方の出

入り等々が結構あったのですけれども、現状ではどうですか。 

〇教育長（成田昭彦君） 今この１年間、やめるとか、そういったことなく、全員そのまま雇用し

ております。 

〇議長（逢見輝続君） ここで昼食のため１時まで休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（逢見輝続君） それでは、休憩前に引き続き総括質問を続けます。 

 次に、４番、本間議員、どうぞ。 
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〇４番（本間鉄男君） まず、ちょっと全体的に国、道の事業ということで町長にお伺いしたいの

ですけれども、今梅川のほうが登坂車線、今工事やっておりますけれども、あそこの部分でいまだ

にこちらから行くと右側のちょっと勾配のある山というのですか、あそこのところが時々なだれが

起きるのです。それで、以前開発にもお願いしたり町でもお話ししたときに、雪どめ、それは下の

ほうだけやったのですけれども、あの辺のやはり町民として町長を通してご要望していただきたい

なと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） では、向こう側の、余市側のほうの、向こうから来れば左側だね。多分私

も詳しい工法は聞いていないのですけれども、あれだけ谷側にせり出したということは、それこそ

崖から引き離すような形で上下車線をとると思うのです。そんなことで期待をしているのですけれ

ども、後ほど詳しく聞いてみますので、今まではなだれ来るということで、春先になるとわざわざ

崩してやっていましたけれども、多分そういうことのないように工法ではなっていると思いますけ

れども、確認してみます。 

〇４番（本間鉄男君） 私も時々通ると、雪球よりちょっと大き目のなだれが発生して、道路まで

来ているということあるので、大きくならないうちに対処していただきたいと思います。 

 それと、港町の、昔でいう木工所、あそこのところもなだれの問題で以前にも質問したり開発に

も要望したりしていたのですけれども、結局毎年、ことしはもう２回目ですか。結局防護壁という

のですか、あそこをかさ上げしたのですけれども、やはりなだれの危険性がまだあるということで、

地山そのものを改良していかなければいけないのかなというふうに思って、以前からそういう話を

開発にはしたのですけれども、結局擁壁を上げたというだけのことだったものですから、あの辺の

要望もいかがなものかなと思うのですけれども、どうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 今本間議員おっしゃった箇所は、ついこの間もなだれ発生したということ

で除去作業をやっていましたけれども、その業者に言わせますと、やはりことしの雪は特にそうい

う解けにくい雪で、真っすぐ降り積もるやつで、ちょっと風吹くと、それにつられてなだれが起き

るという雪質だそうなのです。うちのいとこも道道のほうの六志内やっているのですけれども、そ

ういうことしの雪の降り方なものですから、多分そういう状況が起きるということで、それは開発

のほうも知っていますので、我々も再度要望してまいりたいと思います。 

〇４番（本間鉄男君） ちょっと漁業の振興ということでお伺いしたいのですけれども、先ほどほ

かの議員からもエビの問題だとかということもありましたけれども、まずちょっと１つお伺いした

いのは、ホッケの間引きというか、ホッケ漁が道のほうで漁獲制限を設けるというようなお話があ

りましたけれども、それをもう少し詳しくお伺いしたいなというのは、その漁獲制限によって何ら

かの補償が生じるのかどうか。それとも、その漁獲制限された部分は一応漁師が皆さんで耐えてく

ださいというようなことなのか。今の時点ではどういうふうになっておりますでしょうか。 

〇町長（本間順司君） ちょっと私も詳しい話は聞いていませんけれども、多分スケソウのＴＡＣ

と同じような状況かなとは思っていますけれども、いわゆるこの地区のそういうホッケ用のやる組

合、そういう組合同士で協定みたいなのを結んで操業制限みたいなのをやるというようなことで、

スケソウの場合も補償はされていません。いわゆる自分たちの資源は自分たちで守るのだというこ
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とでの漁獲制限だというふうに私は理解しております。 

〇４番（本間鉄男君） 漁業が最近魚価の低迷だとか漁獲高の減少というようなことがありますが、

私以前から古平の新しい漁業としてナマコの放流というようなお話もよくしているのです。それで、

一部の浅海の人方とお話しすると、結局ウニはみんな磯周りの人方がやると。ところが、ナマコは

一部の人しかとらないから、結局まとまらないのだというような言い方もするのです。だけれども、

今回もこの冬に、例えばナマコをとっても、結局ある程度の量というのですか、５キロなら５キロ、

10キロなら10キロとらないと出荷できないというようなことで、各自が生かして、たまるまで出荷

制限しているというか、そういうような状況だとお伺いしております。そうしますと、結局その間

にナマコが、不手際があるのかどうかわかりませんけれども、ナマコが死んでしまったりというよ

うなこと。ましてこの冬のしけが多いときに、結果的になかなか出れない。さらに、ナマコの大き

さが小さいとはじかれるというようなお話も伺っております。ということは、結局ある程度とった

ほうがいいということで小さいナマコまでとっているのかなと思うのです。だから、ある程度の資

源があれば私はそれなりに、５年、７年かかるナマコですから、それなりに漁獲もふえてくるのか

なと。ましてアワビと違いまして、ナマコはある程度とりやすさというのはあると思うのです。そ

れで、私なんかも漁師の人と話ししたときに、ナマコをとらない人方どうするのと。だから、町で、

例えばウニでもそうですけれども、放流で半分町で補助しますよと。だから、残りの半分は自分た

ちで出して、そうしたらとらないと言って後でとりたいと言う人がいれば、それは付加金をもらえ

ばいいのではないですかと、さかのぼってですね。そういうようなお話なんかもしているのです。

それで、やっぱりナマコをある程度資源にしていくというのは重要でないかなと思うのです。いか

がでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 詳しい話は私は聞いていませんけれども、個人的にある一漁業者とお話し

しているのか、それともそういうある程度部会の方々とお話ししているのかちょっとわかりません

けれども、やはりそういう希望があるのであれば、話をある程度煮詰めて、組合として統一しなが

ら我々のほうに補助要請したりなんなりするべきではないかなと。ただ、個人的に判断して、こう

したらいい、ああしたらいいというふうなことではなくて、それこそ漁業者の総意でもって要望す

るなりしてもらいたいというふうに思っています。 

〇４番（本間鉄男君） なかなか漁業者というのはまとまりが悪いというような部分もありますの

で、組合の浅海なら浅海として要望を出せるような、そういうふうなことになっていただければな

と思います。 

 次に、水産加工業ですけれども、先ほどからたらこの問題だとか出ていますけれども、実際に古

平町のたらこというのは全国の１割の生産というようなお話も伺っております。そういう中で、古

平町のＰＲで町がお金出したり、新しい例えばそれこそ新商品開発だとかといってお金を出しても

なかなか、ただ簡単なテレビスポットというか、そういう程度で終わってしまって、なかなか波及

効果がないということで、これは一つには、まず製造、例えばたらこの多角化というか、そういう

ことに対する勉強会というかそういうものを、例えばコンサルタントだとか講師だとか、そういう

人方を招いて基礎からやっていかないと、ただ新製品開発せよといったって、簡単に言うとそれだ
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けの、悪いけれども、努力する、今の現状では見受けられないのかなと思うのです。だから、よく

商工会あたりなんかなら、僕らも以前いたときに講習会というような補助事業を使いまして、勉強

していきながらステップアップしていくというようなこともありましたので、やっぱり水産加工で

も漁業でもそういう、まず基礎の部分というのですか、そういうことから必要かなと思うのですけ

れども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 実は、昨年そういうコンサルが入っています。各加工業者等々、個人個人

のそういうそれもやっております。加工協全体のもやってございます。ある程度そういうふうな今

後のやり方が、結論的に言えばアピールがちょっと足りないのではないかなというような結論のよ

うでもありましたけれども、やはりそれらを踏まえて、加工業者も工夫しながらやっていかなけれ

ばならないのではないかなというふうには思っていますけれども、今後どういうふうな展開になっ

ていきますか。ただ、今までの状況であれば、かなり経済的に悪いというような状況なものですか

ら、今政権がかわって好転しているときに、どういう方策をとっていけばいいのか、それはやはり

いろいろ加工協なら加工協でもってある程度そういう専門家のご意見を聞きながらやっていけばい

いのではないかなというふうに思っています。 

〇４番（本間鉄男君） 例えば今加工屋さんの話で、ちょっと一部後で触れようかなと思った古平

町のホームページということであれしますと、最近ホームページもリニューアルして少し見やすく

なったという部分も確かにある。ところが、やっぱりＰＲの仕方、そういう面からいいますと、古

平町のホームページ、これ開いても、結局たらこ屋さんを探すという場合に商工会を通して、それ

からたどっていかないと出てこないというようなことなので、例えばホームページの頭に食べ物だ

とか、古平で観光だとかとありますよね。そういうところで、例えば食べ物とかお土産だとか、そ

ういうものの中ではもう即商工会のほうから入っていかなくても見れる、そういうようにもっと簡

略的に、直接的なそういうようなホームページのつくり方をしていったら、少しでもまたＰＲにな

るのかなと思うのです。だから、その辺どうなのでしょうか。町としてせっかくホームページをリ

ニューアルしてやっていくということなのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 執行方針でも申し述べましたけれども、町のホームページそのものは３月

27日に完成する予定ですので、それをごらんになっていただければなというふうに思います。ただ、

加工協そのものの発信する、そういうものがないものですから、それは加工協とまた検討しながら、

そういうものも入れていくような形をとれればいいかなというふうに思っています。 

〇４番（本間鉄男君） 今月の末あたりにホームページがリニューアルされてでき上がるというこ

となのですね。だから、私古平町のホームページの頭の部分から２番目ぐらいにそういうＰＲでき

るような形になっておれば、逆に言うとそれでもって古平町が宣伝費みたいにホームページの掲載

料ですね、そういうものもとれる可能性もあるのかなというふうに思うのです。だから、そういう

ものを広げていっていただきたいと、そのように思います。 

 それと、今ついでにホームページのお話で出たのですけれども、３月27日に改めて変わってから

見させていただきたいなと思うのですけれども、以前から私が指摘しているようにホームページは

大分充実はしてきました。だけれども、例えば３月27日以降のそれを見てからでしょうけれども、
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せっかく古平町のいい景色……これ観光で、例えば温泉だとかパークゴルフだとか海水浴場だとか、

そういうものは載っかっている部分があるのですけれども、せっかく古平のいい景色、ここの部分

がなかなかない。例えば先日もＮＨＫのロケが来たときに、一つは共働の家で撮影したというのは、

あそこも景色がいいということで撮影の一つのポイントになったというお話も、ちょっと定かでな

いですけれども、聞いております。あそこの本当に抜群の景色、あと林道から見るオタモイ海岸だ

とか、いさり火だとか、さまざまあると思うので、せっかくですから、そういうものも取り込んで

ホームページをつくっていただきたいなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） いわゆるビューポイントといいますか、そういうものが私はそういうふう

に思っていて、担当のほうにも申しつけておりました。それがどういうふうに今後採用されてくる

か、それはこれからだというふうに思っていますけれども、ビューポイントはやはりあの辺がそう

かなというふうに思っています。 

〇４番（本間鉄男君） それで、ちょっとホームページについてお伺いしたいのですけれども、今

携帯電話を持っている人、若い人ならほとんどｉＰｈｏｎｅだろうと。だけれども、本当の古い人

方はそこまでいかないですけれども、今例えば携帯電話で古平町のホームページ調べようと思うと、

私の場合はちょっと中途半端な機種なものですから、ある程度のホームページの部分しか見れない

とかいうこと、容量の問題もあるのですけれども。今例えばほかの地域で行ってきているのは、携

帯に災害時だとかそういう知らせを入れるというようなことも実際にやり出しているところがあり

ます。そういう中で、例えば古平町でＮＴＴドコモと提携して、災害時にＮＴＴのドコモを使って

いる人方に発信されていますよね、ＮＴＴが独自にというか、そういうあれで。だから、そういう

ものも含めた中で、ａｕ、ソフトバンクとかさまざまあるので、そういう中で例えば災害の場合に

携帯でホームページを調べた場合に災害の情報が得やすくするということであれば、家にいなくて

も町のそういう災害だとかそういうことがあったときに、少しでも町の動向でも調べれるのでない

かなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 私、余りメカには詳しくないのですが、ある程度災害情報だとかそういう

ものを携帯に入るようにはなっています。ただ、これからそういう別な機械にどうやって接続する

かについては、具体的には検討してまいりたいというふうには思っています。 

〇総務課長（小玉正司君） 若干補足させていただきたいと思いますけれども、まず電話の自動的

なあれはエリアメールといいまして、今回原発の避難訓練に合わせて、ドコモ……ドコモはその前

ですけれども、ソフトバンク、ａｕ、この３社とも古平にいる方については全部エリアメール届く

ようになっています。ただあと、今言ったように旅にいて古平のホームページを開いて、そして例

えば東京にいて北海道で地震が起きて、自分の町古平はどうなのだろうと。そこはまた古平のホー

ムページを開いて直接電話会社と契約して発信するとか、それか自動的に古平のホームページに気

象庁からつながるだとか、そういうシステムはまだそこまではいっていないですし、そういうサー

ビスがあるというのも我々まだ聞いていませんけれども、これからそういう時代になるのでないか

と思いますけれども、今現在では取り入れてはおりません。 

〇４番（本間鉄男君） それと、今総務課長が答弁されたので、ちょっと町長にお伺いしたいので
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すけれども、私前からクラウドコンピューターというようなことでお話ししていまして、今かなり

の地方自治体だとか教育委員会関係でもクラウドコンピューターを使っていると。ということは、

古平町が災害遭った場合に、今の庁舎が危険でないか、それで建てかえて少しでも高台にというお

話も出ています。そういう中で、とりあえず新しい防災基地としての庁舎ができるまで、これ情報

が災害によって紛失しないためにも、そういうクラウドコンピューター、古平町が入っている日立

ですか、あの辺なんかでも今やっていますので、その辺も含めてやはりある程度早目に考えていた

だけたらどうかなと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 先ほど申し上げましたとおり、私メカには詳しくないので、総務課長のほ

うから説明させますので、お聞き取り願いたいと思います。 

〇総務課長（小玉正司君） 私もこうやって答弁できるだけ詳しくはないです。ただ、クラウドコ

ンピューターといいますけれども、よく雲だとかといいますけれども、今現在の古平町で採用して

いる行政システムがいろんな町村で使える一般的なもの、ただこれをそのままは使えないのです。

古平町用に直すだとか、それはいろんな町村でやっています。そして、今言った災害関係のクラウ

ド、これについてはちょっと私もよくわかりませんけれども、ただ、今は津波の自然災害もそうで

すけれども、原発の関係もありまして、各町村で行政、古平の場合は小樽へ避難しますけれども、

小樽へ避難した場合でも完全に古平町はどこのホテルに役場機能を移しなさいと、そういうことま

でもうたわなければだめなことになっています。そういうことも含めまして、情報の伝達ですね、

データを移送する、それからデータを札幌のコンピューター会社に蓄積しておくと、その辺につい

ては考えていきたいと思っています。 

〇４番（本間鉄男君） これちょっと教育長に関係するのかなと。町長の執行方針の中に人づくり

というようなこともあるのですけれども、実際に教育長、人材活用というようなことで、古平町で

ボランティアの登録ですね、こういうことを行ってきて、私も登録した人から何回か聞いたのです

けれども、登録はしたけれども、全然お呼びがかからないということで、結局そういう中で離れて

いったという人方もいるのです。だから、そういう部分では登録そのものをした活用、結局されて

いないので、一部スキーだとか何かその辺にはちょっと活用されていますけれども、されていない

ので、やはりそれをもうちょっと見直してきちっとやっていただければなと、そのように思うので

すけれども、どうでしょうか、教育長。 

〇教育長（成田昭彦君） ただいまの本間議員のご質問でございますけれども、私ども学校支援ボ

ランティア制度というもので、それぞれの登録してございます。例えば今言ったスキーですとか、

いろんな面で登録していただいているのですけれども、その中で実際に活用しているというのは、

今のスキー、そして書道くらいのものですか。それくらいしか登録していません。これ学校とも打

ち合わせして、学校のほうでもそういった、例えば高齢者の知識を得ようとかという、総合学習の

中に盛るわけなのですけれども、その中でも確かに活用されていないという現状でございます。私

もそういった人づくりの面からも、この辺はこれからも力を入れてそういった活用を図っていきた

いと思っておりますけれども、今は実際に動いていないというのが現状でございます。 

〇４番（本間鉄男君） せっかくの人材が活用されないというのはもったいないことだと。それに
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よって、ますます新たにそういう活用のために登録しようかなと思う人方が、また逆に言うと出て

こないという一面もあると思うのです。やはりこういうものは、例えば南寿会だとか、例えばたけ

なわ学級とか、ああいうほうにでもそういう人方を活用して勉強会やるだとか講演を開くとか、そ

ういうことも必要でないかなと思うのです。ぜひそういうふうに進めていただきたいと思う。 

 それと、今不登校の児童というのは、たしか１名か２名いるのでないかなと思うのですけれども、

その辺は病気的な部分での不登校なのでしょうか、それとも別個に要因があるのか、その辺どうな

のでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） 厳密に言いますと、今不登校児童生徒というのはおりません。ただ、１

名、そういった家庭の状況で、親も理解しながら、親も本人から学校自体が嫌いとかそういった形

でなくて、病的なものから学校に出てこない。それにちょっと親も苦労しているということで、今

支援委員会をつくってどういった形で登校させようかということでやっているわけでございますけ

れども、それは世間一般にいう不登校とは違う状況の形で、今この２月15日からずっと出てきてい

ないという児童が１名おりますけれども、いじめですとか、そういったものによる不登校というの

はございません。 

〇４番（本間鉄男君） 最後にお伺いしたいのですけれども、今昨年ですか、学力がちょっと上が

ったと。小学校が特に全道平均よりよくてと、下手すれば秋田県より上でないかというようなお話

も一部に出ていました。そういう中で、今中学生がちょっと学力がまだ低いのでないかなというこ

とで、今小学校だとか中学校もそうですか、その学力向上のために新たに先生を期限つきですか、

採用して、底上げしているという状況なのですけれども、これは今後とも、例えば来年で切るとか

ということなしに続けていこうという、そういう考えがありますか。 

〇教育長（成田昭彦君） 学力でございますけれども、確かに去年小学校でよかったというのは、

調査の結果だけ見ますと、19年度から実施しているのです。それを全て分析していきますと、どう

しても上位と下位が同じレベルであるということで、どうしても基礎学力を上げてやることによっ

て学力というのは、数字的に見ますと上がってくるという方向です。ですから、今年度教育委員会

の執行方針にも載せましたけれども、学校教育と社会教育が一緒になってやっていくというのはそ

ういうことでございまして、学校教育だけで補えない部分、例えば今ふるびら塾ですとか夏期、冬

期の補修授業やっていますけれども、そういった面から学校と連携とりながら、社会教育の面から

学校教育を支えていくという方向で考えております。 

 それと、今特別支援、町で頼んでいる部分と２通りあります。それから、１名は道教委で派遣し

ている、それこそ巡回指導ということで、小学校と中学校のほうに、それは今加配で１名いただい

ております。そういった面で今実施していますので、この加配についてはこれから道教委の考え方

がどうなるのか、うちの学力が上がったらそこで切るよと言われるのかもしれませんけれども、こ

の部分についてもこのまま継続していきたい。そして、町で雇用している特別支援についても、学

力向上のためには欠かせないものだと思っておりますので、このまま継続して雇用していきたいと

思っております。 

〇議長（逢見輝続君） それでは次に、３番、中村議員、どうぞ。 



- 126 - 

〇３番（中村光広君） 重複する質問もあるかもしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 まず、10ページ、植樹祭の件ですけれども、沢江の牧場のほうに毎年植樹祭ということで植樹を

しておりますが、植樹した後の樹木、どのようになっているか。昨年度植えたもの、あるいはおと

とし植えたもの、年々年数たっているわけですが、その後どのように植えられた樹木が育っている

ものなのか、何割か枯れてしまっているものなのか、状況がわかりません。町民のほうにこういう

状況であるよと知らせたりするのがいいと思いますが、その辺どのようにお考えでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 先ほど申し上げていますとおり、ある程度セレモニーという形で植樹祭を

やっていると。ただ、植えっ放しではありませんよということで、昨年もその枯れた部分の補植な

どをしております。ただ、ずっと毎年やってきておりますので、それらのいわゆる経過の部分につ

いては順次調べてはおりますけれども、統計的にどういうふうな状況になっているかというのは、

書類的には多分残っていないだろうと思いますけれども、今後そういう必要があれば調べてみたい

なというふうに思っています。 

〇３番（中村光広君） 磯焼対策ということで川から流れてくる養分が海に流れて、その海に流れ

た養分が磯焼対策ということで効果があるという専門家の内容がございます。という意味でも、広

葉樹林ですね、それを植えていくということは非常に大切な部分だと考えておりますが、ただ、今

沢江の山の上に植樹、セレモニーという形でやっているということですが、その養分が古平の川に

流れてくるのかどうかと、そこまではちょっと遠いので考えられないわけですが、そういった川に

栄養分を流す、広葉樹の枯れ葉が川に浮かんで、それが養分となる、そういった方向を磯焼対策の

ほうと兼ね合いして植樹する場所、それを今後考えていく必要があるのではないかなと思うのです

が、その辺いかがでしょうか。 

〇町長（本間順司君） いわゆる必ずしも川岸でなければならないということではなくて、水は高

いところから低いところに流れるというようなことで、川岸でなくてもちゃんと海に養分は流れて

いると。従来までは、針葉樹のほうが成長も速いというようなことで、針葉樹が多く植えられてき

た。ところが、広葉樹もかなりそういう意味では栄養分の価値があるのではないかなということで、

その針広混林というのが今はやりにはなっています。ですから、昨年も針葉樹、広葉樹あわせて植

樹しているわけでございますけれども、考え方はそういうことで、余りにも針葉樹に頼り過ぎたた

めに、今本州のほうでは杉花粉などという、そういう杉ばかりの山があるものですから、そういう

公害まで起きているということでございまして、やはり針広混林というのが一番いいのかなという

ふうには思っています。 

〇３番（中村光広君） 次に、12ページ、防犯灯の件ですが、現在ＬＥＤ電灯にしていっていると

いうことで、これだけ電力を節約していくという世の中の中で非常にいいことだと思いますが、町

内に今防犯灯というのは何基あって、あと何年後にこのＬＥＤ化全部というのは終了予定でしょう

か。 

〇町長（本間順司君） 総括では、余り数字的なものは聞かないようにしていただきたいなと。私

の頭の中もかなり詰まっていますので、数字的になかなか出てこないということなのですけれども、

数字的なことは担当課長のほうから今答弁させますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 
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〇建設水道課長（本間好晴君） 資料を……ちょっと時間…… 

〇議長（逢見輝続君） 答弁調整のため暫時休憩。 

 

休憩 午後 １時３５分 

再開 午後 １時３７分 

 

〇議長（逢見輝続君） 再開いたします。 

〇建設水道課長（本間好晴君） 今の質問にお答えいたします。 

 私の手元にあるのは平成23年度の実績の数字でございますが、防犯灯と街路灯と２種類に分けて

把握しております。高い道路上の、それが街路灯と定義しておりますが、それが269本、それから小

さい20ワット、40ワットの蛍光灯のタイプ、これが防犯灯と位置づけておりまして、156カ所、これ

が街路灯、防犯灯の数でございます。 

 今年度ＬＥＤ化を予定しておりますのは、この20ワット、40ワットタイプのを今後６年ほどかけ

て、予算100万という一つの目安を財政のほうから工面していただいて、そういった年数をかけて取

りかえていくという予算を計上したところでございます。 

〇３番（中村光広君） ありがとうございます。 

 14ページ、保健福祉施策の件で町の健康診断、毎年やっていただきまして、ありがとうございま

す。年々受診率が伸び悩んでいるということなのですけれども、私もたまに受けますが、がんの関

係の検査が昔ながらのバリウムと便を何回かとってという形で今やっているわけですが、ちゃんと

した悪いところがこれだと見つからないということがあります。胃カメラとか大腸スコープとか、

そういった方面に助成、今後していくということはどうお考えでしょうか。 

〇町長（本間順司君） ある程度町の予算内でできる項目について受診していただいていると。そ

れ以外のある程度高額の部分につきましては、やはり自前でもってしてもらうというのが現在の状

況でございますので、もしそういう失敗だというのであれば、やはり自分で行って受診していただ

くのが建前でございますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

〇３番（中村光広君） 将来的にそういった部分も考えていただければなというふうなことであり

ます。 

 次に、19ページのまちおこし振興事業補助金のことについてですけれども、各町内会にまちおこ

しということでお金を振り分けていただきまして、そこで各町内会でいろいろ研修視察、あるいは

地域清掃、防災活動をすることで補助していただけるという内容でやっていただいているわけです

けれども、今現状の金額、これで今限界なのでしょうか。 

〇町長（本間順司君） これは、金額をかければ切りがないというようなことで、ある程度そうい

う起爆剤としての役割を果たすという意味で、その金額でもってお願いしているということで、そ

の中でコミュニケーションを図れればなということでございますので、現状のままでひとつしばら

く活動してもらいたいというふうに思っております。 

〇３番（中村光広君） 非常に町内会のコミュニケーションをとるに当たっても、若者の参加も少
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なくなっている現状、こういうことで資金提供、補助していただくというのは大変ありがたいこと

であります。できれば将来的に回数ごとに出していただけるとか、あるいは金額を増額とか、そう

いった方向で考えていただけたらとは思います。 

 同じ19ページで防災無線の件なのですけれども、先ほど高野議員さんのほうからもありましたが、

防災行政無線、大きな地震が起こる、あるいは津波が起こる、頻繁に起こるものではないです。何

十年あるいは数年に１度起こるようなもので、それだけのために行政無線をつけるというのは非常

にもったいないことでありまして、それの利用方法として今全国各地で町の重要事項等の連絡にも

使われている地域があちこちで見受けられます。先ほどそういった内容も流していただけるという

ような内容でお答えがありましたが、例えば町の広報の内容、あるいは不審者が出没していますよ、

あるいはきょう清掃活動がありますよとか、どの辺の内容までこの防災行政無線を使って各戸に流

せるのか、その辺どのようにお考えでしょうか。 

〇町長（本間順司君） 一応ある程度行政情報を流すというのは、電波の試験といいますか、機器

のテストもございますので、ある程度定期的に流しておくというようなことでございまして、その

中身につきましてはこれから検討する問題で、余りだらだらとやってもまた、先ほど申し上げまし

たとおり右から聞いて左に流れてしまうというような状況ですので、やはり防災無線が何か言って

いるといったときに注意を喚起できるようなタイミングにしたいなというふうに思っておりますの

で、その点はご理解願いたいと思います。 

〇３番（中村光広君） 最後に、教育長のほうに質問いたします。 

 先ほど本間議員さんのほうからもちょっとありましたが、いろいろ古平町で数年前から放課後ふ

るびら塾、夏、冬休み子供レベルアップ大作戦、いろんな施策をとって基礎学力の定着を図るべく

やってきているわけです。徐々に学力も上がってきていると見受けられます。学力、徐々に定着し

てきまして、古平町独自のというのかな、古平町の子供はこれが強いという、何かそういったもの

を出していくといいなと私は考えるのですが、自分なんかでも小さいころから外人とお話ししたい

な、ぺらぺらしゃべれるようになりたいなという、そういうような勉強をずっとしてきました。だ

けれども、日本のそういった英語教育というのは文法だのそういったことばかりに力を入れて、結

局勉強したけれども、話すようになるところまでいかないとか、そういったことがありまして、特

色を出すのに、古平小学校せっかく新しくなったこともありますし、中学校に行ってから英語学習

をするというのではなく、小学校低学年から話すような内容ということで、週に１項目でも入れて

いけば徐々に古平町の子供たちは英語はたけているよと、将来的にそういうふうな形が見えてくる

と思うのですが、英語教育についてどのような考えをお持ちでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） うちでありますとＡＬＴも活用しているわけでございますけれども、平

成22年からだったと思いますけれども、学習指導要領の改訂によりまして、小学校５、６年生で、

英語ではないのですけれども、外国語活動を入れなさいということで、今現在入れております。そ

れに対しましてＡＬＴを派遣いたしまして、そういった活動をしてございます。そこでは文法です

とか、そういったものではなくて、日常会話にできるような、そういう形の英語に親しむという授

業を取り入れております。 
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 それから、昨年度から、いわゆる中１ギャップで、中学校に入って英語が初めて出てくるという、

そういうこともございますので、今中学校の英語教諭を小学校６年生の授業に入れて、そういった

話し方ですとか、中学校に行ったらこうなりますよというような、そういった指導をしてございま

す。 

〇議長（逢見輝続君） それでは、２時まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４７分 

再開 午後 ２時００分 

 

〇議長（逢見輝続君） 休憩前に引き続き総括質問を続けます。 

 次に、２番、岩間議員、どうぞ。 

〇２番（岩間修身君） 最初に、漁業の振興についてお伺いいたします。 

 おかげさまで、漁業者の皆さんが念願しておりました荷さばき所建設が今年度から始まると。そ

ういうことで、大変いいことでないかなと。荷さばき所、それから製氷工場、それから冷蔵庫と、

全部やるといったら大変なお金もかかるし、町財政と打ち合わせしながらやっていかなければなら

ないのでないかなと。だけれども、製氷工場等はいつ壊れるかわからないと。そういうような状況

の中で、例えば今の地域元気臨時交付金だとか、いろいろなもので交付金が来ているようですが、

そんな中でまたこういうようなチャンスがありましたら、町の財政等を勘案しながら製氷工場、冷

蔵庫と、そういうような考えは持っておられますか。 

〇町長（本間順司君） 今たまたまそういう政権交代と、それからいわゆる経済の活性化というよ

うなことで、以前やっておられました臨時交付金等々のまねをしたわけではございませんけれども、

そういうことで活性化を図ろうとしております。 

 今後そういう製氷工場あるいは冷蔵庫等々の要望もございますけれども、ある程度そういう財源

のめどが飛び入りでも来た場合には、ある程度そういうものにも充当できるかなとは思うのですけ

れども、ことしみたいに設計もできていなければだめだ、いわゆるそういう事態になりますと、な

かなかそのタイミングが図るのが大変だと。たまたまことしはそういうことで設計もでき上がって

いるし、それにのっかれたと、対象事業にもなったというようなことでございますので、よかった

なというふうには思っていますけれども、今後そういう事業があれば、やはり該当になるのであれ

ば、急ぐものから先にやっていきたいなというふうには思っております。 

〇２番（岩間修身君） 前回の購買部建てるときも、ある程度のまちづくりプロジェクト、そんな

何か国のそれがあったのですけれども、結局予想は荷さばき所つくって、それから製氷工場つくっ

て、それはもう購買部ができるときにもあったのですけれども、結局具体的な書類がなくて、それ

であれだけが行ったと、そういうような流れもあったので、今後例えばぽかっと政権がかわって臨

時の交付金だとかそういうものが出た場合の準備、そういうものはやっぱりしておかなければいけ

ないのでないかと。農林水産課長からも去年あたりも聞きましたけれども、大変だったと。そうい

うことで、今後ともこっちのほうからそういう準備はしておいたほうがいいのでないかということ
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で教育をしてください。 

 次に、観光の振興についてお伺いします。青空市場や漁協祭にお客さんが来ると。それで、トイ

レが大変だと。都会の人なものですから、簡易便所を持っていってもここではできないと。そうい

うことで、トイレをつくってほしいと、そんな要望があるのですが、今荷さばき所を見れば、すぐ

近くだと。だけれども、荷さばき所に公衆トイレみたいなものはつくられないのでないかと。そう

いう関係で、あの辺の環境をよくして、そして観光バスでもとめれるようなものにしてもらえない

かと、そういう要望がありますが、そういう考えはどうでしょうか。 

〇町長（本間順司君） できれば今の荷さばき施設もそういう、いわゆる観光客が見学できればい

いですけれども、やはり衛生管理上の問題からなかなかきついということでございます。ただ、い

わゆる最近はそういう漁港というものにかなり関心を持たれるようになってきたということで、漁

港内のトイレの整備を国がやってもらえるような形をとれないかどうかということで、開発局との

ヒアリングの際に、積丹町長も含め、それから我々も含めながら要望しているところでございます

けれども、なかなか実現されないというのが現状でございまして、これまでも何回か要望はしてご

ざいます。ただ、そういう、いわゆる北海道自体が観光振興を図るという目的でございますので、

それらも新しい北海道の計画づくりの中には載っていますけれども、国と道と我々市町村が一体と

なって観光を進めるべくして、お互いに手をとりながらそういうものも進めていけるような形にし

たいなということで、要望はしてまいるところでございます。 

〇２番（岩間修身君） 漁業も不漁、それから加工場も売れ行きがないと。それで、よそから来た

観光の方にお金を落としていってもらって、古平が幾らかでも潤うように、そういう方向で強く要

望、お願いいたします。 

 次に、念願だった防災無線が整備されるのですが、去年白老町に行ったら白老町の役場も大した

高くないところにありまして、そして高いところに逃げるといったら車で20分かかると。そんな折

に我々視察に行って、そうしたらここに防災無線の基地はどこにあるのだと、庁舎の中にありまし

た。そして、津波来たらはと言ったら、いや、全滅です。今後どう考えているのと言ったら、考え

ても大変だと、20分も走らなければならないと。そういう面で、我々も高い安全なところにつくっ

てもらいたい。それは、先ほど木村議員も言いましたように、これは基地である本庁に置かなけれ

ばならないものと思っておりますので、いろいろやっていく中で基地が壊れてしまったらどうもな

らないと。そんな関係で、庁舎改築建設基金を見ますと、財調入れまして２億五、六千万ですか、

それしかないので、それでは建たないと。だから、今期町長選挙でございますが、頑張ってもらっ

て、町長、次期の４年間の間に何とか、先ほど町長、４年のうちには建たないと言っていましたけ

れども、何とか早いうちに庁舎を考えて、そして例えば去年あたりでも、打ち合わせ会議しますと、

会議室といったら物置みたいなところへ行って打ち合わせ、これではいい案も浮かんでこないし、

それからやっぱり一年でも早くいい場所で職員たちを、優秀な職員ですので、環境のいいところで、

そして仕事できるように何とか考えていただきたいと。 

 それと、これの４倍、５倍とかかるわけですけれども、黒字出た場合に庁舎充てに基金というも

のは積み立てられないのでしょうか。 
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〇町長（本間順司君） 先ほど岩間議員おっしゃいました防災無線の基地局でございますけれども、

それはやはり高いところのほうがいいというようなことでございます。それは、もう重々承知でご

ざいますけれども、ただ、今考えておりますところは、コンピューターのある部屋でございますの

で、結構海抜からは高い場所になります。現在まだ見直しはされていないのですけれども、以前の

道の津波の高さの大体２倍としても、五、六メーター内で想定してもまだ大丈夫だという高さでご

ざいますので、それ以上の津波が来なければ大丈夫だろうというふうには思っていますけれども、

いずれにしても新しい庁舎をつくるまではしようがないなということで、なるべく早くつくりたい

のでございます。大体後世に借金をつくるというのであれば、今すぐにでもつくれないわけでもな

いのです。実際岩内はそういう方向でもう進んでいます。庁舎の場合も基金を20％確保すると、あ

との借金ができるというようなことでございますので、岩内はそれで突っ走るということで、もう

ことしから着工するということでございます。それを考えれば、今２億数千万ある。あとの基金を

足しても２億近くはなりますけれども、それからいくと結構なものができるのです、後世に借金を

残すというのであれば。ですけれども、やはりある程度自前でやったほうがいいかなというような

ことで、もし決算で剰余金が出れば、この次から庁舎の建設基金というふうな形で積ませてもらえ

れば、小学校を建てたときと大差なくできるかなというふうには思っております。それこそ今後庁

舎ばかりでない、さまざまなものがありますので、なるべく庁舎を優先しながらやれればなという

ふうに思っています。 

〇２番（岩間修身君） 町長、電算室と言いますけれども、あそこに行く前に本庁が崩れてしまっ

て、あそこが崩れないかと、そればかり心配なのです。だから、早くつくっていただきたいと。財

政的にも、それでも町長、１期目やったときは交付税がぼんぼん、ぼんぼん減って、庁舎の基金は

まだあったのでないかなと思うのですが、庁舎充てのでなくてですね。それ基金を崩していって、

そして大変な財政でもってやってきたと。だけれども、最近この周りついているのでないかなと。

例えば小学校も耐震強度ないと、崩れると。そんなときに、こんないい交付金、制度が、ちょっと

舞い戻ってきて、そして小学校やったと。それから、荷さばき所もそんな状態で、すっとできたと。

だから、この月のうちにうまく何かそういう交付金が、耐震強度どうのこうのと庁舎の分にも回っ

てくるものがあるのでないかなと思いますので、ぜひそれを考えておいて、一年でも早くつくって

もらえるようにお願いいたします。 

 それから最後に、ハザードマップ作成を25年度に繰り延べしたと書いてありますが、今気象庁で

大津波、津波、何メートル、何メートルというようなものを放送すると。それで、それが出れば、

この津波であればここまで逃げればいいと、そういうような町民に感覚を持たせるので、情報板の

設置とか、防災備蓄庫整備だとか、表示を、これは古平町でできるので、早くしておいて、漁協の

購買部のところに行けば、自動販売機のところに海抜２メートルと書いてありました。町にそれを

張っておいて町民に認識させておけば、例えばテレビで５メーターの津波と、そうしたらあそこに

逃げればいいなと、そういう感覚を持たせるようにしていただきたいと思いますので、これをなる

べく早くやってもらえるようにお願いしたいのですが。 

〇町長（本間順司君） ハザードマップも作成しますし、それこそ標識板の設置もやりますけれど
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も、なるべく早目に着工して、済ませてしまいたいなというふうに思っております。 

〇２番（岩間修身君） 次に、教育長にお伺いいたします。 

 小学校もできて１年、それで開放型の教室もつくり、みんな元気に生徒が通っておりますが、実

際に開放型、それから屋内体育場、そういうものをつくりまして、例えば１年生から６年生までの

交流、我々小さいころは１年生も中学生でも一緒に遊んだと。そんなような環境をつくれればいい

なと思っておりましたが、現在１年生から６年生までの状態はどうでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） おかげさまで非常に環境のいいもとで子供たち元気に授業に励んでおり

ます。私も父兄参観日ですとか、そういったとき授業を見に行くわけですけれども、非常に父兄か

らも評判いい。例えば一々教室に入らなくても中から見て歩けるということで、子供たちの交流も

図られているということでございます。学校の先生方からも、当初そういったものはなく、今評判

いいようです。特に体育館につきましては、学芸会、それから卒業式ですとか、そういったもので

も場所を使えるということで、非常に先生方にとってもよかったのかなと思っております。 

〇２番（岩間修身君） それと、地域に開かれた教育と、これはもう何十年も前から言われていま

すが、こういう新しい学校ができて、ぜひ町民の皆さんにも来てくださいということで宣伝してお

りますが、どのぐらいの方が行かれたかご存じでしょうか。 

〇教育長（成田昭彦君） 小学校についても３日ほど、地域の受け入れ型の参観日というのをやっ

ております。それから、中学校のほうでは１週間、立て続けにやってございます。保護者のほかに

も一般の方々も授業参観に来てくれるという状態。人数的には、ちょっと学校のほうから把握して

ございませんけれども、中学校で私が行って名簿に記載するのですけれども、そのときでも私の上

にもう10人くらい並んでいますので、結構な人数行っているのかなと思っております。 

〇２番（岩間修身君） それから、教育長は学校教育は学校、家庭、地域と連携しながら教育活動

を展開していると。これ、なかなか昔のようにいかないで、今もう大変なことですけれども、世界

の学力一番のフィンランドですか、あそこは道徳は家庭で教えるものだと、学校は勉強教えるもの

だと、そういうことで学力が一番。我々小さいときにおいて、例えば悪いことしたらたたかれる、

朝起きたら庭掃け、そういうのは普通のことで、やっぱり家庭の道徳って一般常識のことを家庭で

教えるというのが常識であって、今後そういう中で学校、家庭、地域とのそういうような教育、そ

れは教育長、どういうふうに考えてやっていこうと思っていますか。 

〇教育長（成田昭彦君） 今フィンランドというお話ありましたけれども、これはＯＥＣＤでやっ

ているプログラム・フォー・インターナショナル・スチューデント・アセスメント、いわゆるＰＩ

ＳＡというのですけれども、その中で３年ごとに国際学習到達度調査というのを実施してございま

す。2000年始め、2003年に行った調査の中でフィンランドが断トツによかったという状況でござい

ますけれども、今2006年、2009年でアジアのほうが、例えば韓国ですとか上海がトップを占めるよ

うな形になってきてございます。 

 一番難しいのは、家庭の中に、いずれにしてもどうやって入っていくというのが問題でして、こ

れに一番今頭を悩めているわけでございますけれども、そのためには今小中連携プロジェクトとい

うことで、小学校と中学校の先生方一緒になって、９年間を見通して子供たちを育てようというこ
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とで、ようやくこれが立ち上がりまして、今家庭用の資料として「夢のかけ橋」とかという通信を

出すまでに、先生方が自分たちで考えて出すような、そこまでようやくきました。そういったもの

を行って、今私どもの学力向上のために社会教育の面で放課後学習塾ですとかやっていますけれど

も、どうしても家庭の理解が得られない、どうしても学校からの情報を得て、この子をもっとそう

いうところに出して基礎学力を与えてあげたいというところが今一番ネックかなと思って、これを

今25年度、社会教育、学校教育入れた中でどういう教育ができるのか、その辺を今模索していると

ころでございます。 

〇２番（岩間修身君） 今の家庭、地域、学校、そういうような問題で放課後のふるびら塾だとか

夏、冬休みのレベルアップ作戦だとか、そんなものでも交流が深まるのでないかと。こういうこと

は新聞に出れば、子供たちも町民も教育委員会は一生懸命やっているのだなと、学校は一生懸命や

っているのだなと、そういう町民の目も向けらせるように今後もまた頑張ってください。 

 以上で終わります。 

〇議長（逢見輝続君） 最後に、１番、鶴谷議員、どうぞ。 

〇１番（鶴谷啓一君） 町長は、大変公私ともに疲れているだろうと思いますので、１問だけ質問

させていただきます。 

 当面する主要問題についての中で、防災無線等ではいろいろとほかの議員の方からいろんな角度

から質問がございますけれども、私はもうちょっと角度を変えて質問したいと思います。 

 防災無線初め、地域防災計画、地震、津波、そして事前で確定する原子力の防災、新たな追加し

た（聴取不能）とか原子力被害計画とか、それから地域防災計画、日本海の津波予想図見直し、ハ

ザードマップ、それから町長が新聞等にも出ていましたけれども、25年度は町独自で、とにかく津

波、防災避難訓練等を多くの町民の方々に参加して、呼びかけていきたい、そういうふうに執行方

針の中で伝えておりますけれども、これだけのものを町長は、岩間さんと俺がこういうことを言え

ば何か変なのですけれども、今後４年間ではとにかく防災と福祉防災に力を入れていくと。今後４

年間においては、とにかくそういう観点から、前回一般質問で防災課をつくってはどうかという質

問をしました。いま一度、総務課の中に係をつくろうかというようなご答弁だったろうと思うので

すけれども、これだけの防災、このほかにまだ防災的なことは随分あります。今避難道路、冬でも

行けるような、そういう道路を確保したいとか、いろんな面でこの防災に対してはここに、町長が

ちょっと述べただけでこれだけの数ありますよね。そういう観点で、総務課の一係として片手間で

できる状態かなということを考えてみたのです。いま一度町長の考えを見直す考えはないか。今後

何とか検討する考えはないか、その辺だけをお聞きしたいと思います。 

〇町長（本間順司君） 今までも、いわゆる東日本大震災以来、そういう防災関係と言えば企画調

整係のほうでいろいろ分担しながらやってきてございます。そういう中で、ある程度係の専門性で

もって係をつくれば兼務状態から離れるというようなことで、大体事務処理的なものは可能かなと

いうふうに思っておりますので、わざわざ課体制をつくってやるよりは、いわゆる人件費的にも、

そういう余裕がないという状況が一番なのですけれども、そういう最少の人数で最大の効果という

ようなことで、できればやりたいなというふうに思ってございます。 



- 134 - 

〇１番（鶴谷啓一君） 今余裕がないと言いましたよね。この余裕ですね、どこが余裕なのか、ど

んなあれなのかという、その辺が。どこにかける余裕がないのかという状況もあろうかと思います。 

 それで、今最初に言われた、防災課をつくってしまうと離れた状況になると。総務課の中で、で

は係だけは設置する予定ですか。 

〇町長（本間順司君） できればそういう形にして進めていきたいというふうに思っております。 

〇１番（鶴谷啓一君） 済みません。これ以上やっても堂々めぐりになりますので、これ以上はや

めます。 

 とにかくそういうような状況で、この防災に対しては本当に町長も力を入れてやっていってもら

いたいと思います。 

 町長のほうを終わりまして、教育長にも１問だけ質問したいと思います。 

 教育長の執行方針の中に現在小中学校のいじめ、不登校が古平はないと、そういうあれがないと

いうことで。ですけれども、文部科学省が実施した問題に対して調査の結果は、９月現在で3,000

件を超えておるという状況で執行方針に書かれておりますけれども、これは具体的にいじめ対策に

対してどういう調査、その中身がもし言えるのであれば、その中身をちょっと教えてもらいたいの

ですけれども。 

〇教育長（成田昭彦君） これは、前にいじめ等多々あったときに、文科省のほうから道教委を通

して、こういったいじめ調査をしてくださいということで調査依頼がありました。その中では、何

項目かあるわけですけれども、例えばどんなことをされた。例えばげた箱に靴あったら靴隠された

とか、そういったことを羅列して書いてもらうような形の調査でございました。たまたま古平町で

はなかったわけですけれども、９月で3,000件ですか、これは北海道通信の教育版に出ていたのです

けれども、ただあの調査を見ますと、学校の捉え方で小さいことまでもいじめに、例えば何かつつ

かれたというのはいじめと捉えるところもありますので、うちのほうはそういったものをやりなが

ら、そういったものを事前に先生方に周知した中で行っているものですから、ないということでご

ざいます。 

〇１番（鶴谷啓一君） もしそういう目標で実施した状態で、それはただ回収して、それで文部省

に報告するというだけのものなのですか。それとも、例えばそういういじめをされましたよとかと

いう、例えばそういうふうに書かれた生徒がおったということであれば、その生徒と直接会って話

を聞くとか、そういう指導はないのですか。 

〇教育長（成田昭彦君） 所によってはそのまま、学校から上がってきたものをそのまま出すとい

うところもありましたでしょうけれども、うちでは上がってきたものに対してどうなのだという聞

き方してございます。たまたま今回はそういった中で会ってそれを確認して、これはいじめに当た

るのかということで、その辺を確認しました中で提出しております。 

 今教職員の体罰についても調査来ているわけでございますけれども、これについては文科省のほ

うから児童生徒から上がってきたもの、そのものをそのまま提出してください。ですから、学校で

は見ないで、教育委員会のほうでそれを把握して出すという方向ですけれども、ただそのままそう

やって出していいのかというと、私ちょっと疑問ありますので、その辺学校と話ししながら、もし
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そういうのが上がってきたら私のところでちょっと調査しながら返答していきたいと思っておりま

す。 

〇議長（逢見輝続君） 以上をもって総括質問を終わります。 

 

    ◎散会の宣告 

〇議長（逢見輝続君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 なお、３月14日の会議は午前10時より開会することとし、本日はこれにて散会いたします。 

散会 午後 ２時３３分
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